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神奈川県横須賀市で「トマホークア

クション２０２５」 （横須賀市民九条の

会/非核市民宣言運動・ヨコスカ/よこ

すかみうら市民連合/横須賀平和委員

会/原子力空母の母港化を阻止する三

浦半島連絡会/原子力空母母港化を考

える市民の会、の６団体が呼びかけ）

が、この５月から自衛隊艦船へのトマ

ホーク配備撤回を求める署名運動をス

タートさせました。 

 日本政府は、今年度 （２０２５年）か

ら敵基地攻撃能力となる米国製巡航ミ

サイル 「トマホーク」を４００発購入

し、国内４カ所 （呉 ・佐世保 ・舞鶴 ・

横須賀）の海上自衛隊基地所属のイー

ジス艦に搭載する計画を明らかにし

ています。 

「トマホーク」は１９９１年の湾岸

戦争から使用され、これまで２,２０

０発以上が使用され、現在も多くの米

海軍フリゲート艦などに搭載されて

いる兵器です。そのほとんどが先制攻

撃に使用されており、まさに憲法違反

の兵器です。すでに昨年 3 月に自衛隊

は 「トマホーク」運用教育訓練を始め

ており、その様子は一部のマスコミに

公開されています。 

「トマホークアクション２０２５」

では、今年８月１５日までに署名３万

筆を集める予定です。署名運動開始に

あたって５月１７日、京急横須賀中央

駅 Y デッキで実物大のトマホーク絵と

パネル展示を実施 （写真）。市民に署名

を呼びかけました。また５月３１日、

学習会と３万人署名キックオフを市内

で開催。第１部の学習会では、非核市

民宣言運動・ヨコスカの新倉裕史さん

が自衛隊への「トマホーク」配備の危

険性について講演、約６０人が参加し

ました。署名は神奈川県知事・横須賀

市⾧・神奈川県議会議⾧・横須賀市議

会議⾧に提出を予定しています。 

（原子力空母の母港化を阻止する三浦

半島連絡会阻止連ニュースより） 


